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流は 25 年を迎え、これまで 12 回の相互訪問を
実施してきた。今後とも我々の友情が深まり、
発展していくことを信じている。今日は、互い
の近況を報告し、課題の認識と対応の糧にした
い。」と挨拶があった。これに対し上田理事長は、
蘇州市総工会の「蘇州市・金沢市姉妹都市提携
30 周年記念行事」にあわせた招へいへのお礼を
述べつつ、「貴総工会とは 25 年来の古い友人で
あり今回の熱烈歓迎に感謝すると同時に、これ
を機会に一層、貴総工会と友好交流を深めた
い。」と挨拶した。

　会談では、取
り組み事業や労
働者の雇用環境
等の情報や意見
を交換して相互
の信頼関係を深
めるほか、総工

会運営の施設などを視察して蘇州市の発展を目
の当たりにしたほか、他の総工会との交流も行
い訪問団の任を終え帰国した。
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　金沢市・蘇州市姉妹都市提携 30 周年記念行
事は、蘇州市内の盤門景勝地で、両市代表者が
末永い交流を願い、蘇州市の木「キンモクセイ」
の記念植樹を行った。
　また、30 周年記念レセプションでは、両市
代表団が一堂に会し、蘇州市副市長から歓迎と
友好の挨拶の後、金沢市からの訪問団を代表し
て、石川労福協の上田弘志理事長が「石川労福
協と蘇州市総工会は、1986 年に日中友好訪問
代表団を派遣して以来の古い友人です。両市の
提携 30 周年を機に、蘇州市、蘇州市総工会と
の友情を深めていきたい。」と挨拶した。
　その後、閻立蘇州市長の表敬訪問では、金沢・
蘇州両市の今後の交流促進に関する合意書が両
市長間で調印されたほか、金沢市から閻立蘇州
市長に対し、６年間の両市の友好交流の功績を
称え、金沢市特別名誉市民の認証式が行われ、
一連の 30 周年記念行事を終えた。
　蘇州市総工会への訪問では、朱正栄副主席か
ら「訪中の感謝とともに、東日本大震災被災者
にお見舞い申します。今年、石川労福協との交

金沢市・蘇州市姉妹都市提携30周年記念行事で友好関係が深まる

石川労福協第12次友好訪中代表団を派遣

左から帰所長、織田団員、高副主席、坂本団員、朱副主席、上田団長、
瀋党組書記副主席、宮下秘書長、山口団員、王副秘書長

朱副主席へ記念品贈呈

　上田弘志理事長を団長とする
５名の労福協「第 12 次友好訪中
代表団」は、蘇州市総工会から「８
月 26 日（金）に開催する金沢市・
蘇州市姉妹都市提携 30 周年記
念行事にあわせて、訪中された
い」との招へいを受け、８月 25
日から６日間の日程で 30 周年
記念行事への列席や、蘇州市総
工会、江蘇省総工会、上海市総
工会を訪れ友好関係を深めた。
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　今回で 12 回目となる石川労福協の「第 12 次友好
訪中代表団」は、上田弘志石川労福協理事長を団長
に、秘書長に宮下亮石川労福協専務理事、団員に坂
本哲治石川県労信協理事長、山口隆北陸労働金庫石
川県本部副本部長、織田泰範全労済石川県本部事業
推進課課長の５名で、８月 25 日（木）小松空港から
上海に向けて発った。
　上海空港では、蘇州市総工会の高慧芹副主席、王
春静副秘書長の熱烈な出迎えを受け、急速な経済発
展を遂げる中国の現状等の説明報告を受けながらバ
スで蘇州市へ向かった。

 金明蘇州市総工会主席等との交流 
　蘇州市到着後、蘇州市総工会主催の交流会にて、
役職員の熱烈歓迎を受けた。交流会では、金明蘇州
市総工会主席らと変わらぬ友好関係を固い握手を交
わして確認した。
 ２日目［８月 26 日（金）］ 
 蘇州市総工会を訪問

　午前に蘇州
市総工会を訪
ね、 ① 総 工
会・労福協の
近況報告、②
労働組合の組
織問題等、③

労働者の権利・利益、
④組織リーダーの力量
向上、⑤低収入労働者

（派遣労働者）への保障
と雇用の確保等につい
て、総工会と意見交換
を行った。
　中でも、高慧芹蘇州
市総工会副主席は、「蘇
州市は人口 630 万人、
2500 年以上の歴史都
市で、江蘇省の経済の
中心都市です。蘇州
市総工会は約５万社、
200 万人以上の組合員
を有しており、労働組
合の組織率は 80％を
超えています。当総工
会は、様々な問題を抱
える労働者を助けるこ

石川労福協の「第12次友好訪中代表団」の一行は、蘇州市総工会と交流し友好を強める
とを主目的に、労働者の相談、就業訓練、求職斡旋
等を実施しています。」と蘇州市総工会の概要につい
て説明されたのち、宮下亮秘書長が石川労福協につ
いて、子育て支援事業、なんでも相談、就業支援、
ライフ・サポートセンター活動によって、労働者や
地域住民の福祉の向上を図るための活動を実施して
いることを説明し、広く意見交換をした。その後、
同総工会ビル１階にある「専門の相談員と直接相談
できる『相談窓口』を視察した。この窓口は市民の好
評を得ているとの説明があり、蘇州市総工会が幅広
く労働者や市民のニーズに適確に応えていることな
どを見聞した。

 金沢市・蘇州市姉妹都市提携 30 周年記念行事 
　蘇州市内、盤門景勝
地にて、30 周年を記
念した蘇州市の木「キ
ンモクセイ」の植樹が
行われた後、両市の関
係者による懇談会が催
され、金沢市からの代
表団を代表して上田団
長が挨拶を行い、閻立
蘇州市長に記念品を
贈った。
　その後、蘇州市盤門
景区国際友好苑にて、
記念式典が開催され、
閻立蘇州市長
よ り 30 年 の
友好・協力の
関係を強調す
るとともに歓
迎の挨拶を受
けた。
　 午 後 か ら
は、同地において、姉妹都市提携 30 周年の節目に
合わせて両市間で合意書が締結された。合意書には、
環境分野の連携強化など経済協力の推進が新たに盛
り込まれたほか、多方面で友好促進に努めることが
記された。
　山野之義金沢市長から、閻立蘇州市長に対し、６
年間に渡り金沢・蘇州両市相互の友好交流に尽力さ
れた功績を称え、金沢市特別名誉市民証書と記念メ
ダルが贈られた。

蘇州市総工会での会談

金沢からの一行を代表して
挨拶する上田団長

金沢・蘇州両市による合意書調印式

記念植樹会場の盤門景勝地

上から就業サポートセンターの建物、
相談窓口、求人情報掲示板の順
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 蘇州市工人文化宮を視察 
　蘇州市工
人文化宮で
は、瀋剛蘇
州市工人文
化宮主任よ
り、「 体 育
館、スポー
ツジム、文

化芸能教室、映画館などを備えた総合的複合施設で
あることのほか蘇州市総工会が管理・運営を行って
いる。」と施設の概要と活動内容の説明を受けた。
 ３日目［８月 27 日（土）］
 蘇州市内および施設見学 
　蘇州市内の留園、木
涜古鎮、平江路、蘇州
東凌集団有限公司（シ
ルク・刺繍工場）等を
見学した。
　また、模範的な福利
厚生に取り組んでいる
企業として、「Canon

（ 佳 能（ 蘇 州 ）有 限 公
司）」の工場を訪ねた。
　Canon では、片山一
憲副総支配人より歓迎
の挨拶を受けたのち、
高井宏和人
事 総 務 部
副課長氏か
ら「 こ こ に
は 7000 人
の従業員が
働き、2000
人以上をも
収容できる寮施設を備えているほか、環境対策にも
配慮した施設（工場）である。」と説明され、職場環境の
向上、福利厚生の取り組みがとても進んでいることを
視察した。
 ４日目［８月 28 日（日）］
 江蘇省総工会を訪問および南京市内を見学 

　午前中に南京市へ移
動し、江蘇省総工会を
表敬訪問した。
　江蘇省総工会では、
王兆喜副主席から、東
日本大震災のお見舞い
と、歓迎の挨拶があっ

た。
　その後、南京市内を
視察するほか、江蘇省
総工会と友好交流を図
り、これを機に双方の

友好を深めることを確認した。
 ５日目［８月 29 日（月）］ 
 上海市内を見学
　午前中に中国新幹線

「和諧号（CRH）」で上
海市へ移動した。新幹
線は最高速度を１割程
度抑えているとのこと
だったが、表示速度は
308 ㎞ /h と 速 く、 快
適だった。
　上海では、豫園や上
海環球金融中心（森ビル）などを見学した後、上海市
総工会と交流会を行った。
　上海市総工会との交流会では、周志軍副主席が「東
日本大震災のお見舞いと、急速に発展する上海の状
況などを紹介し、互いの友情を大事にして友好を深
めていく。」と挨拶を受け、参加者らは相互に確認し
た。
 ６日目［８月 30 日（火）］ 
 一行は帰沢（金沢）へ
　中国滞在中、同行い
ただいた蘇州市総工会
の王春静副秘書長と添
乗員兼通訳の朱氏に見
送られ上海浦東空港を
発ち、６日間の友好訪
中代表団員の役割を無
事に終えた。

　初めての訪中であり、中国の急速な経済発展と
2500 年の歴史を肌で感じた。特にスケールの大きさ
や技術開発等には目を見張るものがあった。また、
富裕層と貧困層の格差が大きく、急速な発展に交通
環境・マナー等が追い付かない状況であると感じた。
　最後に、蘇州市総工会を初めとする、関係各会の
皆様に熱烈歓迎をいただき大変ありがとうございま
した。今後とも日中両国の友諠が末長く続くことを
願います。
謝謝

第 12 次友好訪中代表団　団員　織田泰範

蘇州市工人文化宮内のスポーツジム

留園にて

Canon工場内にて

南京市明城壁史博物館にて

江蘇省総工会と交流会（南京市）

和諧号のスピードと乗車券

地上430mの上海環球金融中心
（森ビル）から見た上海市内

蘇州東凌集団有限公司の刺繍工場にて
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　中央労福協（労働者中央協議会）は、９月８日
（木）東京都内において、2011 年度地方労福協
事務担当者研修会を全国から約 30 名の事務担
当者の出席で開催した。
　研修会に先立ち、高橋均中央労福協事務局長

第４回将来構想懇談会

2011年度中央労福協
「地方労福協事務担当者研修会」

　石川労福協は、９月８日（木）フレンドパーク
石川において、関係者ら 10 名が出席して４回
目となる将来構想懇談会を開催した。
　この懇談会は、必要に応じ開かれているもの
だが、メンバーの交代などによって、発足当初
の方向性や問題点を再確認するため、これまで
の課題を整理し、議論を深めることとすると前
置きした後、懇談会を構成する各団体から、そ
れぞれの概況や課題が提起され、質問、意見が
交わされた。
　特にこの中で、県内６地域にある労働会館に
ついては、公益法人３法の改正にかかり「公益
法人への移行対応」の問題があるが、各会館の
意向を踏まえたうえ、次回懇談会において、こ
れまでの課題と合わせ議論を進めることとした。

が主催者を代表し
て、遠藤幸雄東京労
福協会長が開催地を
代表して、それぞれ
挨拶があり研修会に
移った。
　はじめに、高橋事
務局長が講師として労働組合の役割と重要性を
説いた後、「労働運動と労福協との関係や位置
づけにおいては、労福協は労働者の生活面での
問題（多重債務・生活保護・ニート対策）等で、
更に、これからも労働者の為の支援を行ってい
かなければならない。」とレクチャーした。
　引き続きの講義では、NPO 法人「NPO 事業
サポートセンター」の池本修悟専務理事が NPO
法人への理解と現状を説明した上で、「NPO 法
人が第二の公共として活動するには、労福協と
の連携は必要不可欠である。」とした後、参加者
から「既に介護施設を運営する NPO 法人と連
携して、求職者に対し介護施設への就業のため
の研修会を設けるなど、就業支援の面で成果を
出している。」と、一つの連携事例について発言
されるなどして、今後の取り組み課題を提起し、
研修会を終えた。

石川労福協　紙谷加奈子

講義するNPO法人サポートセ
ンター専務理事の池本修悟氏

（９月25日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場
9月 27日 火 フレンドパーク運営委員会 フレンドパーク石川
　　28日 水 中部会館協議会第１回幹事会（〜29日） 加賀市
10月 １ 日 土 ありがとう10周年・ろうきんフェスタ2011 産業展示館2号館
　　 ４ 日 火 自治体要請行動　石川県議会議員団懇談会 フレンドパーク石川
　〃 〃 自治体要請行動　中央ブロック（金沢、野々市、内灘）議員団懇談会 　〃

　　 ５ 日 水 北陸労金10周年記念式典 ANAクラウンプラザホテル金沢
　　 ７ 日 金 第９回福祉グラウンドゴルフ中央大会 金沢市民芸術村　芝生広場
　　 ８ 日 土 親子ふれあい事業「いも掘り大会」 金沢市粟崎町
　　11日 火 自治体要請行動　能登地区自治体担当者会議 和倉温泉　のと楽
　〃 〃 自治体要請行動　能登ブロック議員団懇談会 　〃

　　12日 水 自治体要請行動　加賀地区自治体担当者会議 ホテルサンルート小松
　　13日 木 事業団体・地方労福協合同会議（〜14日） 横浜市
　　17日 月 北陸労金石川地区10周年記念式典 金沢都ホテル
　　19日 水 自治体要請行動　加賀ブロック議員団懇談会 ホテルサンルート小松
　　20日 木 中部労福協研究集会　（〜21日） 京都府
　　24日 月 自治体要請行動　能登地区自治体首長要請（〜25） 内灘、津幡、以北の自治体
　　28日 金 連合石川第23回定期大会 労済会館
　　31日 月 自治体要請行動　加賀地区自治体首長要請 野々市、白山以南自治体
11月 ７ 日 月 石川労福協第４回理事会 フレンドパーク石川
　　10日 木 自治体要請行動　石川県知事・金沢市長要請 各庁舎
　　11日 金 第 42回石川県消費者大会 金沢文化ホール
　　16日 水 第 61回勤労者美術展（〜20日） 勤労者プラザ
　　25日 金 中央労福協第60回定期総会 総評会館

これからの行事予定
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様子であった。
　 こ の 他、 罰
ゲ ー ム 付 き の
ゲーム大会が行
われたが、この
日 は 女 性 に 優
し い 男 性 が 多
く、罰ゲームを受けたのは男性ばかりとなった。
ゲームの場面では歓声が上がるなど、大いに盛
り上がった。
　開会時間に間に合わない参加者が出るという
ハプニングもあったが、終始和やかな雰囲気の
中、ゲームや美味しい食事で親交を深めた組合
員たちの中から、今回は２組のカップルが誕生
し、出会いの広場は終了した。

　金沢ライフ・サポートセンターは、独身の組
合員に新たな出会いの場を提供するため、「第
４回出会いの広場 in Summer」を８月 23 日（火）
に金沢都ホテルにおいて、連合石川かなざわ地
域協議会と共に開催した。
　今回は各組合に所属する 22 歳 ~40 歳までの
結婚を希望する独身男女それぞれ 25 名（計 50
名）が参加した。
　まず、男性が各テーブルを回り、各々女性に
自己紹介を行った。初対面での会話であったが、
参加者には笑顔も多くみられ、話も弾んでいた

会を 180 名の参加で行った。当日は早朝からの
雨模様でコースコンディションの悪さは否めな
かったが、約２時間で競技を終了することがで
きた。
【成績上位者】
◇男子　１位：内潟　利夫　２位：梅田　義之
　　　　３位：山口　達夫
◇女子　１位：寺島ふみ子　２位：本多　恵子
　　　　３位：林　　幸子

河北 LSC　事務局長　安江秀和

　白山・野々市地域ライフ・サポートセンター
では、９月 10 日（土）白山市の CCZ にて、参加
者等約 140 名が集り「第９回地域交流グラウン
ド・ゴルフ大会」を楽しんだ。
　台風 12 号の影響で、当日の天候を心配した
が、参加者らは残暑厳しい秋の一日をそれぞれ
のプレーで楽しみ無事競技を終了した。
【成績上位者】
１位：上本登喜子、２位：福田　信次、
３位：眞田　重昭

白山・野々市地域 LSC　事務局長　福村滋 　このほかの各地域ライフ・サポートセンター
でも、10 月７日（金）に金沢市民芸術村「大和町
広場」で開催される第９回福祉グラウンド・ゴ
ルフ大会の出場に向けて地域代表者を選考する
地区予選会を兼ねたグラウンド・ゴルフ大会が
開催されている。

　河北地域ライフ・サポートセンターは、９
月 17 日（土）午前９時から高松グラウンド・ゴ
ルフ場において、第９回グラウンド・ゴルフ大

金沢 LSC

河北 LSC

白山・野々市 LSC

出会いの広場

地域のグラウンド・ゴルフ大会が開催される

白山CCZにて

高松グラウンド・ゴルフ場にて
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勤文協 第40回石川県勤労者絵画・陶芸展

勤 体 協

　勤文協（石川県勤労者文化協会）は、第 40 回石川県勤労者絵画・陶芸展を９月１日（木）〜４日（日）の
日程で開催した。
　会場のラブロ片町の ｢ アートシアターいしかわ ｣ には、日本画８点、洋画 34 点、陶芸 10 点の計 52
点が出品され、このうち、優秀作品には、石川労福協理事長賞や北國新聞社長賞などが授与された。
　最終日には、審査員による合評が行われ、参加した出品者は真剣な表情で聞き入っていた。
　なお、優秀作品は、９月８日開催の羽咋展を皮切りに、珠洲、能美、野々市を巡回展示され、10 月
３日終了の予定。
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北國新聞社社長賞
「鹿ケ谷かぼちゃ（京やさい）」
辻　与和（内灘町）

銀賞
「青井谷の春」
高倉道昭（金沢市）

銅賞
「ラ・フランス」
菅田多美子（津幡町）

北國新聞社社長賞
「灰釉虎紋壺」
池田　亮（金沢市）

労福協理事長賞
「鼓」

田中君子（内灘町）

金賞
「独り立ち」
南保清和（金沢市）

労福協理事長賞
「再会」

橋本倫子（津幡町）

北國新聞社社長賞
「ローソク立と洋酒ビン」
越森　剛（金沢市）

労福協理事長賞
「嵐山」

高桑健一（津幡町）


